
























Bokeh Effects and Pseudo-Motion Parallax Enhance Social 
Telepresence



























（Nakanishi et al., 2009）や左右方向の運動視差（石井ら，2013）を利用する研究がある．
具体的な前後方向の運動視差を用いたソーシャルテレプレゼンスの増強に関する研究とし





































































































表１にカメラを移動させることによって運動視差映像を提供した研究（Nakanishi et al., 
2009）と条件 Aと同等の機能を提供する研究（川路・坂本，2014），本研究での提案手法を実
装した条件 Bの違いを示す．川路・坂本（2014）の研究で，Nakanishi et al.（2009）と同等のソー











装置とのクリアランス 約1,435 mm 一般的な PCと同等 一般的な PCと同等
リアリティ あり あり なし
ソーシャルテレプレゼンス 増強 増強 不明










































（Nakanishi et al., 2009）は，質問項目のうち Q１～ Q３を「説明の品質」に関する設問，Q４
～ Q５を「ソーシャルテレプレゼンス」に関する設問としている．
説明の品質に関する設問では有意差は認められなかった（Q１：（t （20） = 0.76, p = .22 ），Q
２：（t （20） = 0.33, p = .37），Q３：（t （20） = 0.28, p = .38））．ソーシャルテレプレゼンスに関
する設問では，Q４（t （20） = 2.00, p = .02），Q５（t （20） = 1.77, p = .04），Q６（t （20） = 2.12, 
p = .02）で有意差が認められた．Q７（t （20） = 0.64, p = .26）では有意差は認められなかった．
表２に条件 Aと条件 Bの各アンケート項目の平均値と分散を示す．
表２：条件 A と条件 B の平均値と分散
条件 A 条件 B
質問番号 平均値 分　散 平均値 分　散
Q１ 3.72 0.82 4.09 1.69
Q２ 4.09 1.82 4.27 1.42
Q３ 3.90 0.49 4.00 0.60
Q４ 3.09 0.89 3.82* 0.56
Q５ 3.09 0.69 3.82* 1.16
Q６ 2.73 0.62 3.45* 0.67
Q７ 3.09 1.09 3.36 0.85
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